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Fe微結晶として成長し,熱処理により膜中での成長と高温相のγ-Fe-の相変態が観察され

た｡相変態により成長したγ-Fe微結晶が示すモアレ縞の湾曲と微少電子回折図形から?γ-

Fe微結晶は,その周辺部に二次元的な歪をもっていることが見出された｡この歪場は, γ-Fe

微結晶の周囲のMgO格子-の適合を考慮することにより,定性的に説明することができる｡

MgOとTiの複合膜において,Tiは,Au,Feとは異なり,TiO微結晶として成長し,1000

℃での熱処理によりスピネル構造をもつMg2Ti04の微結晶の成長が観察された｡

14.MgO(001)面上及びMgO単結晶中の

PbSの成長

橋 本 賀津雄

NaC】およびKCl上の薄膜成長の初期にPbSではバルクと異なる変調構造をとると報告さ

れている｡ MgO-PbS複合膜を作製した場合,MgO結晶中のPbS結晶の粒径が小さければ,

バルクと異なる構造をとりうると考えられる｡また,同時蒸着法で作製する場合には,PbS

単独の蒸着による方位成長とは異なる方位で結晶成長することも考えられる｡ まず同時蒸着膜

の試作の結果を述べ,次にPbS単独の蒸着によるMgO(001)面上のPbSの成長の観察結果

および逐次蒸着法によるサイ ドイッチ膜の観察結果を述べ,同時蒸着のPbS成長と比較する｡

15.熱測定によるモデル生体膜中の

コレステロールの効果

福 沢 健

生体膜中のコレステロールの役割は今のところ十分に解明されていない｡そのモデル

膜 として, リン脂質-コレステロールー水系が広く用いられているOこのモデル膜の一つで

あるDMPC-コレステロール-水系では,膜面内で,(∋DNPCの領域-④中間領域-

@ DMPC･コレステロール複合体領域という領域構造を取ると考えられることが多い.本

研究ではDMPCより炭化水素鎖の長いDSPCを取 り上げ,DSPC-コレステロールー水系
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の相転移の際の比熱異常及び密度の変化を調べた｡その結果からDSPC-コレステロールー

水系の領域構造はDMPCの場合とは異なることが明らかになった｡

16. Si(111)表面上-のH,Li及びKの吸着

水 野 祥 司

本研究ではSi(111)7×7表面上に水素,Li,およびKを吸着させその構造変化をRHEED

図形,RHEEDロツキンゲ曲線,およびオージェ電子分光法を用いて観察した｡ 以下その結

果および討論を簡単に述べる｡

(1)水素の吸着 :RHEEI)ロッキング曲線の解析から水素吸着構造 (∂7×7構造)は,DAS

(Dimer-Adatom-Stackingfault)モデルにおけるadatomの2本の結合が切断され,

SiH3およびHが表面第 1層上に位置するモデルが,実験結果をよく説明する｡

(2)Liの吸着 :RHEED図形,RHEEI)ロッキング曲線 ともに水素吸着と類似であり同様な

変化であると考えられる｡しかし水素が飽和吸着するのに対しLiは飽和吸着せず 1×1構

造を示した｡また室温での加熱により4×4,√す×ノす,1×1および3×1構造が見ら

れた｡Li吸着後,試料を原子状水素に露出するとLiと水素の置換が観察された｡ しかし

∂7×7構造および3×1構造は保存された｡

(3JKの吸着 :室温ではKが飽和吸着することが観測された｡その構造は水素及びLi の初期

吸着構造と類似であることが,RHEED図形から推測される｡また,わずかな不純物により

飽和吸着をせず層状成長することが観察された｡

17.アルカリノ､ライ ドからのイオン脱離

安 江 常 夫

本研究では,電子または紫外光をLiF,LiBr,RbFに照射した時脱離する陽イオンを観測

し,その脱離機構を考察した｡実験において得られた脱離収量は,入射線のエネルギTの関数

として表した(脱離曲線 )｡以下その結果および討論を簡単に述べる｡
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